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第３回北海道の理科教育に関する実態調査

初等理科研究室

平成20年10月30日(木)～31(金)、三重県津市において開催された、都道府県指定都市教育セン

ター所長協議会初等理科部会(第42回)研究協議会並びに研究発表会において、「第３回北海道の

理科教育に関する実態調査」についての研究発表を行った。その発表内容を報告する。
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はじめに

現在，青少年の「理科離れ 「理科嫌い」」

「科学離れ」の進行が指摘されており，IEA

（国際教育到達度評価学会）が平成15年に実施

した「国際数学・理科教育動向調査(TIMSS200

3 」では，理科，数学ともに成績は国際的に）

上位に位置しているにもかかわらず 「理科が，

好き 「理科の勉強は楽しい 「理科は生活の」 」

中で大切 「将来，科学を使う仕事がしたい」」

と考える児童生徒の割合は，国際的に見て最低

レベルにあるという結果が報告されている。加

えて 「小学校理科・中学校数学は前回より得，

点が低下 「学ぶ意欲や学習習慣に課題」とい」

う結果が報告されている。

「北海道の理科教育に関する実態調査」は，

こうした背景を踏まえ，理科に関する北海道の

児童生徒の現状を明らかにし，理科教育の充実

に資することを目的に，平成14年，16年に続き

平成19年12月，北海道教育大学札幌校と北海道

立理科教育センターが共同で実施したものであ

る。以下，本調査の「期間 「対象 「内」， 」，

容」及び「結果の概要」を述べる。

Ⅰ 調査期間と調査対象

１ 調査期間

平成19年12月中旬～平成20年１月下旬

２ 調査対象（表１）

調査対象校は，道内の公立学校の中から調

査対象児童生徒が６％を超えるように，任意

で抽出した。学校数については，それぞれ道

内の小学校85校（6.4％ ，中学校69校（10.2）

％ ，高等学校（以下 高校）42校（15.4％））

である。

また，教師に対する調査では，児童生徒の

調査を実施した学校の理科担当教師のみを調

査の対象とし，１校当たりの回答者数につい

ては上限を設けなかった。教師の回答方法に

ついては，質問紙による回答の他に，インタ

ーネットを利用した回答も取り入れた。

今回の調査において，質問紙が回収された

学校，児童生徒および教師の数は，表１のと

おりである。回答した児童生徒数の割合は，

それぞれの学年の全児童生徒数（公立校の児

童生徒）に対し，小学校４年生で7.3％，小学

校６年生で7.8％，中学校２年生で6.6％，高

校２年生で6.6％であった。

小学校 中学校 高校

学校 85 69 42

児童・生徒 ４年 ６年 ２年 ２年

男子 1,773 1,901 1,600 1,467

女子 1,717 1,873 1,622 1,113

未回答 3 1 4 1

計 3,493 3,775 3,226 2,582

教師

男性 132 92 102

女性 82 13 3

計 214 105 105

表１ 調査対象校，児童生徒および教師の数
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Ⅱ 調査内容

質問紙の内容は，国際教育到達度評価学会

（IEA ，国立教育政策研究所，各都府県の）

教育センター等で過去に実施された調査を参

考にして，それらの調査と比較したり，今後

継続して追跡調査ができるように作成した第

１回，第２回実態調査とほぼ同じ質問内容の

ものに，今回新たに質問内容を加えたものを

使用した。質問の内容は，以下の通り。

＝児童生徒への質問内容＝

学年（小学校のみの質問）質問１:

性別質問２:

理科の好ききらい質問３:

理科が好きな理由（質問１で好きを選ん質問４:

だ人）

理科がきらいな理由（質問１できらいを質問５:

選んだ人）

今までに家や学校で体験したことがある質問６:

もの

１日の理科の勉強時間質問７:

とくいまたは好きなもの，にがてまたは質問８:

きらいなもの

理科のどのような授業がよいか質問９:

どの教科を選ぶか（①一番好きな教科，質問10:

②一番役立ちそうだと思う教科，③一番

役に立たちそうもないと思う教科，④社

会に出てから一番役に立ちそうだと思う

教科）

大切だと思うか（①国語の成績がよいこ質問11:

と，②社会の成績がよいこと，③数学の

成績がよいこと，④理科の成績がよいこ

と，⑤楽しむ時間をもつこと⑥スポーツ

がとくいなこと）

理科に関してどう思うか（①理科の勉強質問12:

は楽しい，②理科はたいくつだ，③理科

はやさい，④理科は生活の中で大切だ，

①将来理科を使う仕事をしたい）

理科をしっかり勉強する理由をどう思う質問13:

か

＝教師への質問内容＝

年齢質問１:

性別質問２:

学校種質問３:

専門科目質問４:

児童生徒が理科ができるようになるため質問５:

重要と思うこと（①公式や手続きを覚え

る，②順序立てて考えたり手続きを考え

る，③理科の概念や原理や方法を理解す

る，④創造的に考えることができる，

⑤理科が実生活ではどのように使われて

いるかを理解する，⑥自分の結論が正し

いことを示すために理由を言うことがで

きる，⑦観察や実験を行える，⑧コンピ

ュータを活用できる）

教師が見せる観察や実験をどのくらい行質問６:

っているか

児童生徒が行う観察や実験をどのくらい質問７:

行っているか

コンピュータを使う授業をどのくらい行質問８:

っているか

理科の指導に当たってどのようなことに質問９:

力を入れているか

理科好きな児童生徒を育てるために教師質問10:

は何に取り組むべきか

理科に関する研修講座をどの程度利用し質問11:

ているか

理科に関する研修や研究の上で何が重要質問12:

と考えるか

理科に関する研修や研究でどのような情質問13:

報を必要としているか

地域教材に関する情報の入手しやすさ質問14:

（小学校の教師に質問)理科の指導で難し質問15:

いと感じる学習内容

（中学校の教師に質問)理科の指導で難し質問16:

いと感じる学習内容

（高校の教師に質問)理科の指導で難しい質問17:

と感じる学習内容
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Ⅲ 調査結果の概要

１ 児童生徒に対する調査の結果

(1）質問３「理科の好ききらい」

図１は，理科が好きかきらいかの回答につ

いて 「大好き」と「好き」と肯定的に回答，

した割合を平成14年度調査，平成16年度調査

と平成19年度調査で比較したものである。小

学校４年生，小学校６年生，高校２年生にお

いて，肯定的に回答した割合は増加の傾向が

見られる。また，平成19年度を見ると，小学

校４年生では90.9％，６年生では76.4％の児

童が，中学校２年生では62.4％，高校２年生

では62.8％の生徒が理科が肯定的に回答して

いる。TIMSS2003では，日本の小学校４年生

で肯定的に回答した割合は85％，中学校２年

生で62％であり，この結果と比較すると，本

道では，小学校４年生では肯定的に回答した

割合が全国平均より高く，中学校２年生では，

全国平均とほぼ同じであった。これらのこと

から，北海道においては，深刻な理科離れは

進んでいないと判断することができる。

(2) 質問４「理科が好きな理由」

図２は，質問１で「大好き」と「好き」を

選んだ児童生徒の理科が好きな理由であり，

それぞれの項目を選んだ児童生徒の割合を示

している。 どの学年においても，理科が好

きである理由として 「観察や実験が楽しい，

から」と回答した割合が最も高い。また，

「知らなかったことがわかるから 「学習す」

る内容がおもしろいから」と回答した割合も

高い。

(3) 質問12「理科の学習に関してどのように思

うか」

図３は 「理科は生活の中で大切だ」と言，

う項目において 「つよくそう思う 「そう， 」

思う」と回答した児童生徒の割合を示したも

のである。他教科に比べて大切と回答する割

合が少なく，理科の学習と実生活とが結び付

いていない児童生徒が多いと考えることがで

きる。

(4) 質問13「理科をしっかり勉強する理由をど

う思うか」

図４は，理科を勉強する理由について，中

学２年生の回答である 「将来，自分が望む。

仕事につくため」と回答した生徒が32％と言

う結果が出ている。これはTIMSS2003の同様

の質問における39％を下回り，全国の水準よ

りも低い結果である。自己の生き方と理科学

習とを結び付いて考えている生徒が少ないと

とらえることができる。

図１ 理科の好き嫌い

図２ 理科が好きな理由

図３ 「理科は生活の中で大切だ」と思う
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２ 児童生徒の調査結果のまとめと分析

「理科が好き」と回答した児童生徒が増加

傾向にあることや，全国的水準との比較にお

いて 「理科が好き」と回答した割合が高い，

ことなどから，本道では，深刻な理科離れは

進んでいないといえる。

しかし，理科が実生活の中で役に立ってい

るなど，理科の有用性を見出している児童生

徒は少なく，理科学習と自分の生活や身のま

わりの自然とが結び付いていないことが課題

である。

３ 教師に対する調査の結果

(1) 質問５「児童生徒が理科ができるようにな

るために大切だと思うこと （図５）」

「とても重要である」と回答した割合が最

も高かったのは 「順序立てて考えたり，手，

続きを考えること」であり，次に高かったの

は「観察や実験を行えること」であった。本

道の教師は，観察･実験を通して，児童生徒

の科学的な思考力をはぐくむことを重視して

いるととらえることができる。このことは，

問題解決の能力をはぐくむ上で重要なことで

あることから，当センターとしてもさらに，

教員の意識を高める取組を進める必要がある。

また，見通しをもって観察・実験を行うこと

や，体験したことを言葉で表現すること，結

果を整理し考察することなどについても，研

修講座の中で積極的に扱っていく必要がある。

図４ 理科を勉強する理由

(2) 質問９「理科の指導で力を入れているこ

と」

図６は 「理科の指導で力を入れている，

，こと」について，平成14年度，平成16年度

平成19年度の割合を示したものである。過

，去の調査と今回の調査の結果を比較すると

ほぼ同じ傾向が見られるが 「日常生活で，

の科学の重要性を認識させる」を選んだ割

。合は，平成16年度の調査より減少している

このことは，児童生徒の調査で課題となっ

た「理科学習と自分の生活や身のまわりの

自然とが結び付いていないこと」に，関係

があると考える。

(3) 質問10「理科好きな児童生徒を育てるため

に教師は何に取り組むべきか」

図７は，理科好きな児童生徒を育てるため

に取り組むべきことについて，学校種別にそ

れぞれの項目を選んだ教師の割合を示したも

のである。どの学校種の教師も「観察や実験

など体験的な学習を重視する 「身近な自」，

然現象と学習を関連づける」を選んだ教師の

割合が７割以上と高くなっている。一方，

「児童生徒が考えた観察や実験方法で調べさ

せる 「探究的な活動を積極的に進める」」，

という項目を選んだ教師の割合が少なく，あ

まり重視されていない傾向にある。理科で大

切な問題解決の能力は，自然に親しむことに

よって見出した問題に対して，予想や仮説を

もち，それらを基にして観察・実験の計画や

方法を工夫して考えることがスタートとなる

ことから 「児童生徒が考えた観察や実験方，

法で調べさせる」ことは，生活の中で生きて

働く問題解決の能力をはぐくむ上で，極めて

重要であると考える。また 「探究的な活動，

を積極的に進める」ことは，理科と児童生徒

の実生活を結び付ける上で大切なことである。

学校で学んだ内容を，家庭でも再現してみる

ことや違った素材でも試してみる等，児童生

徒が日常生活の中で探究的に理科を学ぶこと

によって，実生活と結び付いた，実感の伴っ
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た理解を図ることができる。児童生徒の個性

が生きる問題解決的な学習や探究的な活動の

重要性について，教師の意識を高める手立て

が必要であると考える。

(4) 質問12「理科に関する研修や研究の上で何

が重要と考えるか （図８）」

「理科教育センターの研修講座」について

は約４割が重要と回答している。北海道の広

域性から，当センターの研修講座に足を運ぶ

機会に恵まれない教員も多数いる。これらの

教員の期待や要望に応えるために，地域に出

向いて，研修講座を開催することや，Webを

活用し，教員が求める充実した情報を提供す

ることが重要であると考える。

(5）質問13「理科に関する研修や研究でどのよ

うな情報を必要としているか」

図９は，理科に関する研修や研究で必要と

している情報について，学校種別にそれ

ぞれの項目を選んだ教師の割合を示したもの

である 「観察実験の教材開発」はどの学校。

種においても高い割合を示している。本道の

教員は，理科の授業において，観察や実験を

重視しており，児童生徒の興味・関心を高め

る教材の工夫などに取り組んでいる割合が高

いととらえることができる。このことは，理

科が好きな児童生徒の増加と関係があると考

える。当センターでは，理科の生命線と言う

べき観察・実験の教材開発について，今後も

研究し，理科の授業の充実を図る支援を積極

的に行っていく必要がある。

児 童 生 徒 が 理 科 が で き る よ う に な る た め に 重 要 だ と 思 う こ と
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コ ン ピ ュ ー タ を 活 用 で き る こ と

観 察 や 実 験 を 行 え る こ と

自 分 の 結 論 が 正 し い こ と を 示 す た
め に

理 科 が 実 生 活 で は ど の よ う に 使 わ
れ て い る か を

創 造 的 に 考 え る こ と が で き る こ と

理 科 の 概 念 や 原 理 や 方 法 を 理 解
す る こ と

順 序 立 て て 考 え た り 、 手 続 き を 考
え る こ と

重 要 で は な い 少 し 重 要 で あ る と て も 重 要 で あ る

図５ 「児童生徒が理科ができるようにな
るために大切だと思うこと」

図６ 「理科の指導で力を入れていること
（小学校 」）

図７ 「理科好きの児童生徒を育てるため
に取り組むべきこと」

理科に関する研修や研究の上で何が重要と考えるか

図８ 「理科に関する研修や研究の上で何
が重要と考えるか」

図９ 「理科に関する研修や研究で必要と
しいる情報」
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４ 教師の調査結果のまとめと分析

前回の調査と同様に，理科を指導している

本道の教師の多くが，理科の教育で大切なこ

ととして，児童生徒が観察や実験を行えるよ

うにすることをあげており，理科の指導にお

いては 「科学に対する興味・関心をもたせ，

るようにする」こと 「科学的事実や原理を，

理解させる」ことを重視していることがわか

った。また，教師の研修や研究において必要

とされているのは 「観察・実験に関わる教，

材開発」と「観察・実験の指導法 ，そして，」

特に小学校においては 「授業方法」につい，

ての情報であり，当センター研修講座への参

加，研究会における教師間交流，さまざまな

出版物等から情報を求めていることがわかっ

た。

また，問題解決の能力をはぐくむ上で大切

な要素である 「児童生徒が観察・実験の方，

法を考えること」や 「探究的な活動」があ，

まり重視されていない傾向にあることが課題

である。

おわりに

本調査の結果から，北海道では 「理科が好，

き」と回答した児童生徒が増加傾向にあること

や，全国的水準との比較においても，その割合

が高いことから 「理科離れ」が比較的進んで，

いないと言える。しかし，理科が実生活の中で

役に立っているという回答が少ないなど，理科

の有用性を見出している児童生徒は少ないこと

が課題であり，解決する必要がある。

また，理科の生命線である観察・実験を重視

している教師が多く，理科好きな児童生徒の増

加と深いかかわりがあるととらえることができ

るが，問題解決の能力の育成という面での意識

は高いと言えない。

そこで，当センターでは，これらの課題を解

決するために，児童生徒が獲得した問題解決の

能力を実生活に生かすことに視点を置き，以下

のような取組を行っている。

北海道では，理数教育の施策を受け，平成24

年までにすべての児童生徒が「理科が好き」と

答えることを目標指標とした。当センターでは，

その中でも「理科は楽しくて役に立つから好

き」と答える児童生徒が増えることを願い，研

修講座の改善，充実に努めている。

(初等理科研究室)

＝研修講座において＝
① ３日間の研修講座の中に「講義・協議」の時間を

設定し，本調査によって見出された課題について，

スライドを用いて説明したり，各学校の理科の現状

について受講者同士が話し合う場を設定し，課題意

識の共有化を図る。

② 児童生徒が主体的に問題解決の能力を獲得できる

ようにすることを重視し，観察・実験の単元の中で

の位置付けを明確にすることや，児童生徒の立場に

立って問題解決的な学習を体験することなど，講座

内容の工夫を図る。

③ 学習内容と実生活を結びつける単元構成を例示

し，それに沿って講座を展開することや，日常生活

との関連を重視した教材について研究し，研修講座

の中で扱うこと。

（ ，④ 各学年ではぐくむ問題解決の能力 比較する能力

要因を抽出する能力など）について，観察・実験を

通して指導することで，受講者が実感を伴った理解

を図ることができるようにすること。

＝日常的な教師とのかかわりにおいて＝
① Webを活用して本調査の結果を発信することによ

り，北海道における理科教育の成果や課題などを，

多くの教師が共有できるようにすること。

② 北海道の広域性から当センターを活用することが

難しい教師のために，研修講座で使用しているテキ

，ストや授業に活用できる素材などをWeb上に掲載し

ダウンロードできるようにすること。

③ 教員研修での内容が 「学校の授業でどのように，

活用されているか 「児童生徒の学習において効果」

的な教材であるかどうか」等，学校での実践事例及

び成果・課題についての情報を収集し，常に新たな

視点での事業改善を図ること。

＝理科振興事業において＝
① 自然に親しむことをねらいとした，児童生徒を対

象とする理科振興事業において，身近な自然や出来

事の中から，問題を発見し，放課後や長期休業など

を利用し，自主的・主体的に問題解決に取り組むこ

とについて扱うこと。


